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 第 1 章では、様々な PNO ロジウム錯体の合成について述べている。[Rh(OMe)(cod)]2錯体とホス
フィン－キノリノラト配位子前駆体を反応させることによるロジウム二核錯体の合成について述
べ、この錯体とホスフィンや一酸化炭素などの各種単座配位子との反応により対応する単座配位子
を有する PNO ロジウム錯体が合成できることを述べている。 















第 4 章では、エンイン類と第二級アミンの逆 Markovnikov 型ヒドロアミノ化反応／環化反応によ
る環状エナミン類の合成反応の開発について述べている。著者はヒドロアミノ化反応がアミノカル
ベン錯体を経由することに注目し、この錯体をさらなる分子変換に利用する反応系の開発を検討
し、2-ビニルフェニルアセチレン骨格を有する化合物を用いることで、アミノカルベン錯体生成に
続く分子内環化が進行して得られたと考えられる環状エナミン類が生成することを述べている。 
以上、本研究成果は、ロジウム触媒によるビニリデン中間体およびアミノカルベン中間体を経由
するアルキンの触媒的新規分子変換法の開発に重要な新しい知見を提供した。上記の研究成果は、
有機化学分野のみならず有機金属化学分野の発展に貢献し、理学上寄与するところが少なくない。 
 よって、本論文の著者は博士（理学）の学位を受ける資格があるものと認める。 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員で試問を行い、当
該学術に関し広く深い学識を有することを確認した。 
また、語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した。 
 
